
熊本県立球磨工業高等学校

Kuma  Technical  High school



昭和３７年 創立

令和 ２年 創立５８年目 （「伝統建築」専攻科を有する
全国でも稀少な工業高校）

＝沿革＝

＝学科・在籍数＝

機械科 Machinery 電気科 Electricity

建築科 Architecture
建築コース
伝統建築コース

建設工学科 Construction

在校生：５２５人（内女子72人）
卒業生：11,675人

伝統建築専攻科（２年課程）

Kuma  Technical  High school

学校紹介



スパイラル的な成長

研究概要
Kuma  Technical  High school

主体的行動力・学びに向かう力・
社会に必要とされる力

目標設定

振り返り

知識・技術

社会性
（職業観・勤
労観・倫理観
・伝える力）

専門性
（知識・技術
・実践力）

創造性
（主体的行動力
課題解決能力
段取り力）



研究内容 「３本柱」

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習指導・評価方法の工夫

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究

グラフィックシラバスの活用

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

「座学」「実習」における指導方法の検討

「実践的」｢体験的」な学習活動の検討

外部人材の活用・地域貢献

「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

「ポートフォリオ」による学習の振り返り

Kuma  Technical  High school

「求める資質・能力」の整理
生徒実態調査

先の見通し

どう主体性を育むか

事例の提示
学習振り返り

災害ボランティア
「何をすべきか」
「何ができるのか」

指導方法の検討

長期間の振り返り



研究内容 「指導と評価の一体化」について
Kuma  Technical  High school

「生徒」・「授業」をよりよくする！

教師の授業改善生徒の主体性の向上

何ができるようになりたいか 何ができるようになってほしいのか

「生徒に求める資質・能力」の整理

「メタ認知」の向上

「実践的」｢体験的」な学習活動の検討

グラフィックシラバスの活用

どのような
取組・評価で

成果が上がったか

自ら学習を調整

教師からの
アドバイス

評価
「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

「ポートフォリオ」による学習の振り返り

取組の方向性が分かる

「座学」「実習」における指導方法の検討

目標の明確化 計画的な授業の展開

外部人材の活用・地域貢献

「生徒評価」＝「授業評価」



研究概要 身につけさせたい力

【学校綱領】 「剛健・誠実」 「自主・自律」 「好学・敬愛」

ものづくりをとおした人づくり
【学校目標】 部活動をとおした人づくり

地域から信頼される人づくり

【新学習指導要領における３観点＋個人内評価】
「知識・技術」 「思考・判断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」 「感性や思いやり」

【熊本県産業教育審議会】

【機械科】 求める資質・能力

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

社会性専門性

創造性
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「学校目標」に対して、３つの要素に
関連する「資質・能力」を抽出

専門高校生に求める資質・能力



３観点
＋

個人内評価

要
素

キーワード
学校綱領との関係
求める資質・能力

機械科
求める資質・能力

活動場面

知識・技術
専
門
性

安全作業
安心・安全への配慮

【剛健】
機器の操作を理解し、安
全に作業できる力を養う。

機器を扱う
作業

知力・技力
専門的な知識・技術

【自主】
専門用語や機器の名称
を理解する。

導入授業

研究実践 身につけさせたい力

学習評価の３観点＋個人内評価 本校機械科として
生徒に求める

活動場面例

【学校綱領】
【学校目標】

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

２５の資質・能力
【産業教育審議会】

各評価観点にそれぞれ３
つの要素を盛り込む
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研究実践 第1回 生徒の実態調査 令和２年６月２６日実施

学校綱領
学校目標

産業教育審議会

【１８項目】

本校機械科として生徒に求める
資質・能力についての意識

４段階での回答

要
素

学校綱領との関係
求める資質・能力

質問内容

社
会
性

相手の意見や考えを聞く姿勢

相手が意見を言うことを待つことができる。

相手の意見をしっかり聞こうとする。

相手の意見や考えを短時間で理解することができる。

全く思わない
１

思わない
２

思う
３

大いに思う
４

全５４問

Kuma  Technical  High school高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成



1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

他者を認め、他者と協働

できる力

勤労観・職業観

相手の意見や考えを聞く

姿勢

職業人としての豊かな人

間性

自分の考えを理論的に伝

える力

業務を経営的な視点から

捉える力

業務上の安全・安心に対

する配慮

職業人としての倫理観

専門的な知識・技術

専門分野の実践力

専門分野の資格取得

急速な情報化や技術革新

に対応できる力

新しい価値を生み出す力

主体的に行動できる力

課題意識を持ち、自ら考

え、課題を解決する

先の見通しを立てる力、計

画力、段取り力

基本的なスキル

将来、組織を管理できる素

質

Kuma  Technical  High school高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

「専門性」「社会性」「創造性」の育成

研究実践 第1回 生徒の実態調査 令和２年６月２６日実施

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
社会

専門・社会

専門

創造・専門

創造

創造・社会



グラフィックシラバスの活用

研究実践

【機械設計】

「スパイラル」をイメージ

【工業技術基礎（旋盤）】

「歯車」をイメージ

Kuma  Technical  High school高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証



主体性を育む指導（獲得メタファと参加メタファ）

主体的行動力
学びに向かう力

社会に必要とされる力

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の検討

Kuma  Technical  High school



主体的に学習に取り組む態度の評価のイメージ

粘り強い取組を行う中で、自ら
学習を調整しようとする側面

知識及び技術を獲得したり、思
考力・判断力。表現力等を身に
つけたりする側面

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

求める資質・能力

「何を」「どう」頑張ればいいのか



感性や思いやり

アイディア
（発想）

ユーザビリティ
（消費者目線）

他者に対しての行動

こだわりを持った行動

倫理観
（嘘・偽り・ごまかしのない行動）

工業の見方・考え方
（工業生産・生産工程の情報化・持続

可能な社会の構築）
（創造的で付加価値の高い製品）

計画力

段取り力

主体的行動力
学びに向かう力

社会に必要とされる力

主体性を育む指導（感性・思いやり）

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践



グループ学習の実践

【座学】
○基礎的問題～応用問題まで、全てにおいてグループorペアで回答。

○回答に至るまでの経緯を発表させる。

【実習】
○全ての活動においてグループorペアで実践

【期待される効果】
★信頼関係の構築（特に１年生）
★表現力が身につく
★自己肯定感が身につく
★分からない事に対しても互いに

カバーし合える
★互いの「強み」「弱み」発見できる

「座学」「実習」における指導方法の実践

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

研究実践

【教師の役割】
★些細なことでも互いに話すよう促す
★意見交換の様子をしっかりと観察し、
グループ毎に適宜アドバイスを行う。
【留意点】
★協働者の意見に対して批判しない
★協働者の「いいところ」をみつける



研究実践 生徒の学習意欲を喚起する取組み

○生徒の記述に対して、教師から線を引いてコメントを残す。

【線を引くポイント！】
①主体的な行動の記述

★自らステップアップしていく記述
「次は○○への学習を深めたい。」「○○の技術を身につけたい」等

②他者への思いやりに関わる記述
★友人の強みを見つける記述
「○○さんの技術に驚いた」「○○さん知識はすごい」等

★ユーザーを意識した記述
「○○にこだわってものづくりを行った」等

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践



「自己評価」・「相互評価」の取組研究実践

【担当教員からのコメント】

●生徒が記述した内容に対して、それぞれに
効率よくコメントを記せるよう選択制とした。

●特筆すべきことがあれば、下部の空欄にコ
メント記載

Kuma  Technical  High school

「座学」「実習」における指導方法の実践

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫



「自己評価」・「相互評価」の取組

Kuma

Technical

High school

研究実践

【相互評価】
「Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ」４段階評価
△的確な評価が難しい

【独自の評価規準】
自ら評価規準を作成
△達成度の程度が不明

【協働者の
気付き等】

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「座学」「実習」における指導方法の実践



専門教科（理論）と専門実習（実践）
のつながりを意識した実践的・体験的な学習活動の展開研究実践

「実践的」｢体験的」な学習活動の検討

実習で扱う機器
（実物・実践）

座学で扱う内容（理論） 機構 機械エネルギー
位置エネルギー・運動エネルギー

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫



★外部人材の活用 → 見合わせ

研究実践

機構

外部人材の活用 地域貢献活動

★地域貢献活動 → 豪雨災害ボランティア

近年、全国各地で災害が発生しており、今後も全国でこのような災害に遭遇する
可能性が考えられる。

この経験が

★「主体的行動」
★「感性や思いやり」

の向上

Kuma  Technical  High school主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫



研究実践 豪雨災害ボランティアアンケート 「キャリア・パスポート」作成の一環

「主体性」・「思いやり」・「進路」について 全２０問

全く当てはまらない：１～ とても当てはまる：４の４段階回答

このような状況下で、
自分達に何ができるのか
何をすべきか
考えさせられるきっかけ

質問項目 質問内容（一例）

主体性や思いやりについて
７問

集団の中で自分の役割を見
出すことができた。

感性や思いやりについて
６問

被災した方々の気持ちを想
像することができた。

進路について
４問

進路選択についてヒントを得
た。

自由記述
３問

今回どのように活躍（力を発
揮）することができましたか。

どのような力を発揮できたか 「専門知識」「体力」「忍耐力」「積極性」「広い視野」など
２０の力を選択

Kuma  Technical  High school

外部人材の活用 地域貢献活動

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫



研究実践 アンケート実施結果

●被災者の方が大切にしている物など丁寧に洗い、相手の気持ちや思いを感じ
考えながら作業した。人の気持ちを理解し、大切にする力が身についた。

○相手を思いやる気持ち
○日常の大切さ
○他の力になりたい
○人に感謝される喜び
○作業の効率

自由記述
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外部人材の活用 地域貢献活動

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

「個人面談」
「ホームルーム活動」での意識付け

★意識の向上
★「どのような力を発揮できたか」

選択の広がりが向上

見通しを持たせる重要性

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

主体性や

思いやりについて

感性や

思いやりについて

進路について

１回目

２回目

どのような力を発揮できたか

選択項目 １回目 ２回目

協調性 １０．１％ １８．９％

広い視野 １４．７％ ２４．４％

傾聴力 ０％ ３．１％

●当たり前の日常を大切にしようと決意した。
●作業の状況を判断して、自分に何ができるか、何をすべきか判断する力が身についた。
●感謝される喜びを実感し、自分にできることをもっと増やしていこうと思った。



研究実践

機械科生徒に求める資質・能力
科目シラバスを参考に設定

単元毎に設定・実施

「自己評価」
「教師評価」

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究

「リフレクションシート」「ルーブリック」の活用

（１）関心・意欲・態度

評価規準 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

協働者と相
談しながら
協力し、学
習に取組む
ことができた

自ら相談や
教えること
ができ、学
習に取組む
雰囲気や姿
勢を作り、学
習に取組む
ことができた。

協働者の意
見を尊重し、
自ら相談し
ながら協力
して学習に
取組むこと
ができた。

指示に基づ
いて協働者
と相談する
ことができ、
協力して学
習に取組ん
だ。

協働者と相
談せずに、
学習に取組
んだ。

評価基準
４段階

【評価規準】
現行学習指導要領における

学習評価の４観点

Kuma  Technical  High school



研究実践

「ポートフォリオ」による学習の振り返り

成績シート

各教科の成績

空欄部分
目標点数を記入

推移のグラフ化
★平均点
★評定
★順位（学科・クラス）

Kuma  Technical  High school新学習指導要領における３観点に評価方法の研究



研究実践 アンケート結果個人シート

担任からのコメント

結果のグラフ化
★資質・能力
★社会性・専門性・創造性

課題となる力が見える

「ポートフォリオ」による学習の振り返り

新学習指導要領における３観点に評価方法の研究 Kuma  Technical  High school



研究まとめ 今後の課題

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習・評価方法の工夫

高校３年間の学びの見通しを持った系統的な学習指導の検証

新学習指導要領における３観点による評価方法の研究

→今年度はコロナ禍や豪雨災害により、学校行事等の中止や縮小などの変更
を余儀なくされた。

→いかなる状況下においても、生徒が「自分達にできること」、そして
「何ができるか考える力」を育み、本校が求める資質・能力の育成する取組
みの実践と生徒の成長に繋がる評価方法を確立していきたい。

→「レクチャーラーニング」から、「タスクベースラーニング」へ
と段階的に授業を展開、深い学びに繋がる指導方法の改善。

→学習評価に関して、実践をとおして評価項目の内容、評価方法
の工夫改善を行い、指導と評価の一体化に繋げる。

→ポートフォリオによる学習の振り返りを通して、生徒の自己行動
の変容に反映するメタ認知を検証する。

→今年度蓄積した実践データを検証し、また、本校機械科で作成し
た評価規準の妥当性を検証する。

Kuma  Technical  High school


